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オンプレミス版について
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日本医師会ORCA管理機構（株）

ORCA: Online Receipt Computer Advantage



全日レセ契約数(オンプレ商用版＋日レセクラウド＋WebORCA)
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全日レセ契約数(オンプレ商用版＋日レセクラウド＋WEBORCA)

うち
WebORCA 1,450↑↑

Ginbee 700 ↓↓



たゆまぬ進化

• 信頼と安心は損なわず

• 画面や操作感はそのままに

• 大幅に動作速度を改善し

• Web技術を取り込んで

• デバイスやOSを選ばず

• 院内型※でもクラウド型でも

• 大規模災害にもより強く※

※2022～2023年度対応予定
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日レセの開発ならびにリリースの方針について
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【要旨】
日医標準レセプトソフトは、オンプレミスの商用版、クラウド版、次世代のWebORCA版

の3種があり、今後の方針として以下のようにWebORCA版に統一する方向で進める。
（算定ロジックのソースコードについては3種ともほぼ同一）

商用版・・・次回診療報酬改定（できれば2022年度中）までにWebORCAのオンプ
レミス版をリリースし、クラウドもオンプレミスもWebORCAのスキームで統一、メンテナンスコ
ストを削減する

クラウド版（Ginbee）・・・約1500の既存ユーザを次回診療報酬改定までに
WebORCA版に移行、メンテナンスならびに回線コストを削減し、現行DCならびに複雑
な構成による不安定さを解消する。ユーザの移行にはORCAベンダの協力が不可避であ
るので2022年度において協力ORCAベンダを対象とした移行促進策を実施

WebORCA版・・・安定性、速度などに優れたこの次世代に今後は統一し、APIの拡充
により電子カルテメーカへの働きかけを強める。商用版とWebORCA版の切替が容易とな
るよう開発をすすめていく。大規模なネットワーク障害の際にも対応できるよう検討する
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WebORCA 応答速度の改善
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電子カルテから診療行為を受取って会計まで（中途終了から展開して会計まで）

次世代ORCA Ginbee
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WebORCA メンテナンス向上のための操作ログ画面

応答時間の内訳
がわかる
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これからもよろしくお願い申し上げます

http://orca.med.or.jp/
http://www.orcamo.co.jp/


